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講  

評  
     

 

皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

夏
休
み
、お
盆
休
み
も
練
習
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。一
生
懸
命
伝
え
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。 

そ
し
て
、先
生
方
、保
護
者
の
皆
さ
ん
も
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。ど
れ
も
素
晴
ら
し
い
主
張
で
、審
査
は
激
戦
で
し
た
。 

 

内
容
は
、自
分
の
学
校
で
の
出
来
事
が
自
分
に
与
え
た
影
響
、自
分
の
内
面
と
の
対
話
、社
会
性
の
あ
る
テ
ー
マ
、さ
ら
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
か
Ａ
Ｉ
と
か
、時
代
を
切
り
取

っ
た
言
葉
な
ど
、ど
の
主
張
も
実
に
新
鮮
で
、私
達
も
、は
っ
と
思
わ
さ
れ
る
も
の
で
し
た
。 

私
は
原
稿
を
事
前
に
い
た
だ
い
て
、
10
作
品
全
部
自
分
で
声
に
出
し
て
読
ん
で
み
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
れ
ほ
ど
、高
い
レ
ベ
ル
の

文
章
だ
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
評
価
し
て
い
ま
す
。 

 

で
は
、せ
っ
か
く
で
す
の
で
、1

人
ず
つ
レ
ビ
ュ
ー
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

ま
ず
伊
藤
さ
ん
。 

意
外
性
の
あ
る
優
れ
た
組
み
立
て
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。得
意
な
こ
と
を
自
分
で
決
め
る
。鉄
棒
や
英
会
話
の
例
を
出
し
て
、非
常
に
わ
か
り
や
す
く
展
開
し
て
い
ま

し
た
。聞
い
て
い
る
誰
も
が
自
分
に
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、元
気
の
出
る
発
表
で
し
た
。素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。 

 
 第

46
回
中
学
生
の
主
張
大
阪
府
大
会 

審
査
委
員
長 

近
藤 

冨
士
雄 

（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
） 
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北
隅
さ
ん
。 

撮
り
た
か
っ
た
写
真
を
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
小
学
生
時
代
。で
も
中
学
校
で
は
許
さ
れ
て
、自
分
の
世
界
を
見
つ
け
た
と
い
う
劇
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
で
し
た
。伝
え
方

に
メ
リ
ハ
リ
が
あ
り
ま
し
た
。視
線
が
力
強
い
。視
野
が
広
い
。会
場
全
体
を
つ
か
む
魅
力
的
な
発
表
で
す
。表
情
が
非
常
に
豊
か
で
し
た
。 

 

榮
さ
ん
。 

一
年
生
な
ら
で
は
の
、フ
レ
ッ
シ
ュ
な
主
張
で
し
た
。単
に
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
は
難
し
い
。確
か
に
、大
人
に
な
る
ほ
ど
そ
う
思
っ
て
い
く
も
の
で
し
ょ
う
。

し
か
し
13
歳
で
人
に
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
は
難
し
い
と
意
識
す
る
人
は
あ
ま
り
い
ま
せ
ん
。す
ご
い
こ
と
で
す
。エ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
泣
け
ま
し
た
。 

 

城
津
さ
ん
。 

差
別
反
対
を
訴
え
る
社
会
派
の
ス
ピ
ー
チ
で
し
た
ね
。ア
メ
リ
カ
で
優
し
く
し
て
く
れ
た
、ア
メ
リ
カ
人
の
先
生
の
話
、時
間
が
あ
れ
ば
も
う
ち
ょ
っ
と
聞
き
た
か
っ

た
で
す
。中
盤
か
ら
の
力
強
さ
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。 

 

髙
濱
く
ん
。 

保
育
士
さ
ん
、幼
稚
園
の
先
生
の
大
変
さ
、そ
う
い
う
問
題
を
自
分
の
体
験
と
リ
サ
ー
チ
に
よ
っ
て
訴
え
た
社
会
性
の
あ
る
主
張
で
し
た
。難
し
い
単
語
を
い
っ
ぱ
い

入
れ
て
大
変
だ
っ
た
と
思
う
の
で
す
け
ど
、見
事
に
伝
え
て
い
ま
し
た
。 

 

長
嶺
さ
ん
。 

一
歩
踏
み
出
す
こ
と
で
、自
信
を
手
に
入
れ
た
と
い
う
成
長
ス
ト
ー
リ
ー
で
し
た
ね
。「
新
劇
の
祭
典
」
、ど
ん
な
台
本
だ
っ
た
の
か
、あ
る
い
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
ど
ん
な
も
の
が
あ
っ
た
の
か
、時
間
が
あ
れ
ば
も
っ
と
聞
き
た
か
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
感
じ
ま
し
た
。「
後
半
が
ん
ば
れ
」
と
、発
表
中
に
私
は
メ
モ

し
ま
し
た
。 
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福
山
さ
ん
。 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
授
業
の
失
敗
か
ら
、気
持
ち
で
負
け
な
い
こ
と
が
成
功
を
導
く
、と
認
識
し
た
と
い
っ
た
主
張
で
し
た
ね
。今
日
の
あ
な
た
は
、気
持
ち
で
負
け
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。輝
い
て
い
ま
し
た
。成
功
し
て
い
ま
し
た
。 

 

藤
原
さ
ん
。 

人
間
は
非
合
理
性
、合
理
性
を
求
め
る
が
ゆ
え
に
失
う
も
の
が
あ
る
。実
に
論
理
的
な
文
章
。丁
寧
な
発
表
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。 

 

森
崎
さ
ん
。 

当
た
り
前
を
打
破
し
よ
う
と
し
た
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
中
で
、自
分
の
中
に
も
当
た
り
前
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
と
い
う
素
敵
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
し

た
。校
長
先
生
の
話
、素
晴
ら
し
い
言
葉
で
し
た
ね
。あ
そ
こ
を
も
う
少
し
際
立
た
せ
る
と
も
っ
と
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

山
中
さ
ん
。 

正
義
の
対
義
語
は
何
か
と
い
う
難
し
い
点
。ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
か
、ヘ
ル
マ
ン
ヘ
ッ
セ
の
「
少
年
の
日
の
思
い
出
」
を
例
に
出
し
て
わ
か
り
や
す
く
話
し
て
い
ま
し
た
。正
義

の
対
義
語
に
無
関
心
を
持
っ
て
く
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。び
っ
く
り
し
ま
し
た
ね
。素
晴
ら
し
い
発
表
で
し
た
。 

 

こ
の
大
会
は
、自
分
で
主
張
を
考
え
て
、そ
れ
を
何
度
も
書
き
直
し
て
、そ
し
て
練
習
を
し
て
、そ
し
て
発
表
す
る
と
い
う
過
程
で
す
ね
。な
か
な
か
こ
う
い
う
貴
重

な
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

大
阪
府
大
会
に
出
た
皆
さ
ん
は
も
う
そ
の
レ
ベ
ル
を
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。た
だ
し
こ
こ
か
ら
で
す
。人
生
は
原
稿
通
り
に
は
進
み
ま
せ
ん
。そ
の
と
き
そ
の
と
き
で

判
断
を
し
て
、言
葉
を
選
ば
な
く
て
は
い
け
な
い
時
代
で
す
。 

 

ぜ
ひ
、今
日
こ
の
大
会
の
後
、そ
う
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
、フ
レ
ッ
シ
ュ
な
自
分
に
出
会
え
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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中学生の主張大阪府大会実施概要 
１．趣旨 

少子高齢化、国際化、情報化が急速に進み、環境が目まぐるしく変化する現代社会において、次代を担う

子どもたちには、心身ともに健康で他者を思いやる心を持ち、社会的に自立していける、健やかな成長が求

められています。 

そのためには、広い視野と柔軟な発想や創造性などと共に、物事を論理的に考える力や、自らの主張を正

しく伝え、理解してもらう力などを身に付けることが大切です。本大会は、これらの契機となることを願い、

全国大会の大阪府予選大会として実施しました。 

 

２．主催 

青少年育成大阪府民会議  大阪府  独立行政法人国立青少年教育振興機構 

 

３．後援及び協賛 

後援：大阪府教育委員会 大阪市教育委員会 ＮＨＫ大阪放送局 大阪府青少年指導員連絡協議会 

協賛：一般社団法人大阪少年補導協会 江崎グリコ株式会社 大阪シティ信用金庫  

大阪信用金庫 大阪青少年環境問題協議会 大阪府カラオケボックス協会  

公益社団法人大阪府防犯協会連合会 国際ソロプチミスト大阪  

 

４．実施方法等 

（１）作品募集 

令和６年４月下旬、府内の全中学校をはじめ関係行政機関及び青少年育成大阪府民会議参加団体

などに募集案内を送付し、応募を呼びかけました。令和６年６月 14日の締め切りまでに 1,479作品

の応募があり、応募状況の内訳は次のとおりでした。 

 

（２）書類審査 

令和６年７月１日、青少年育成大阪府民会議事務局において選考会を開催し、４（４）審査基準のうち、

論旨・内容についての審査を行い、発表者 10名及び努力賞 10名を選出しました。 

（３）大会における審査 

令和６年８月 18日、大阪市立男女共同参画センター東部館（クレオ大阪東）において大会を開催し、

４（４）審査基準に照らして発表者 10名の審査を行い、最優秀賞（大阪府知事賞）１名、優秀賞（大阪府

教育委員会賞、ＮＨＫ大阪放送局長賞、国際ソロプチミスト大阪賞）３名、審査委員特別賞１名（優良賞

のうちプレゼンテーションに秀でるなど、特に印象に残る発表を行った者）、優良賞５名を決定しました。

なお、最優秀賞受賞者を少年の主張全国大会に大阪府代表として推薦し、「国立青少年教育振興機構

努力賞」を受賞しました。 

 

【市町村別応募状況】 

大阪市 豊中市 池田市 吹田市 茨木市 守口市 東大阪市 富田林市 泉大津市 高石市 

226 1 1 1 336 2 60 3 4 845 

        合 計 1,479 
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（４）審査基準 

<論旨・内容> 

① 中学生らしい新鮮さがあるか。 
② 自らの意見・希望など、主張がはっきりしているか。 
③ 内容が個人の体験にとどまらず、一般性・社会性があるか。 
④ 論旨が一貫しているか。 
⑤ 内容が共感や感動を与えるか。 

<論調・態度> 

① 聞き手にとって、説得力ある話し方か。 
② 話しぶりに熱意と迫力があるか。 
③ 落ち着いて、堂々と話しているか。 
④ 聞き手に深い感動や強い印象を与えているか。 

 

【参考】作品募集概要 
１．対象 

大阪府内の学校に在籍する中学生及びそれに相応する学籍又は年齢にあるもの。 

（国籍は問わないが、日本語で原稿作成及び発表できること。） 

２．発表内容 

・社会や世界に向けての意見、未来への希望や提案など。 

・家庭、学校生活、社会（地域活動）及び身の回りや友達との関わりなど。 

・テレビや新聞などで報道されている少年の問題行動、大人や社会の様々な出来事に対する意見や感想、

提言など。 

上記のような内容について、以下の点に注意していただき、主張原稿を作成してください。 

★心からの思い、考えたことや感銘を受けたことなどを自由でユニークに飾り気のない言葉でまとめた

もの。 

★商業的な固有名詞の使用は極力避けてください。 

★大会当日は、入賞者自身に主張原稿を発表していただきますので、スピーチができるような原稿で提

出してください。（例：～です。～ます。） 

★作品は未発表・自作のものに限ります。 

★生成ＡＩを利用した執筆・推敲は認めません。 

３．原稿 

原則本人の自筆で、400 字詰原稿用紙（Ａ４判縦書き）４枚程度（３枚半～４枚半）とし、４分半～５分半

で発表できるものとします。 

※既定の枚数や発表時間が守られない場合は、減点の対象若しくは審査対象外となる場合があり 

ます。 

【審査委員】   

審査委員長 近藤 冨士雄 （元ＮＨＫエグゼクティブアナウンサー） 

審 査 委 員 滝 川  真 理 （国際ソロプチミスト大阪 会長） 

 藤 本  幸 二 （大阪府中学校国語科教育研究会 会長（門真市立第三中学校 校長）） 

 半 仁 田  拡 （大阪府教育庁市町村教育室地域教育振興課 首席指導主事） 

 中 山  良 明 （青少年育成大阪府民会議 副会長（大阪市子ども会育成連合協議会 顧問 ）） 

 佐 田  剛 清 （青少年育成大阪府民会議 事務局長（大阪府福祉部子ども家庭局子ども青少年課長）） 
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第４６回少年の主張全国大会 内閣総理大臣賞受賞作品 

 
「一隅を照らす」 

宮城県 栗原市立栗原南中学校 ３年 ケイバージーバ 

「一隅を照らす」という言葉を知っています

か？この言葉は、パキスタンとアフガニスタン

で三十五年もの間、病気の人達や貧しい人達の

ために医療や開拓などの支援活動を行ってき

た医師、中村哲さんが好んで使っていた言葉で

す。 

私が中村哲さんのことを知ったのは、小学四

年生の頃。「日本人でそんな人がいるなんて…

…。」「とても勇気のある人だ。」と強い感銘を

受けました。 

「私も中村さんのようになりたい……。」 

「困っている人達を救いたい。」 

自分には今、何ができるのか、自分はどう生

きていくのかを考えることが多くなりました。 

私は、アフガニスタン人です。パキスタンの

小学校に入学しましたが、父の仕事の関係で、

四年生からは、日本で生活しています。 

六年前に日本に来たときは、家族みんな日本

語が全く話せず、言葉の違いや文化の違いに戸

惑いました。 

パキスタンの学校では、よく分かっていた勉

強が、日本の小学校では、全然ついていくこと

ができず……「日本語が分からないから仕方が

ないか。」と思う自分と「悔しい。何とか分か

るようになりたい。」と思っている自分がいま

した。 

日本語が少し分かるようになり、日本の文化

にも慣れてきた頃、始まった中学校生活。 

待っていたのは、辛い日々……。テストのた

めにどれだけ勉強しても分からないことだら

けで、負けず嫌いな私は、仲のいい友達にも負

けたくなかったので、ストレスが重なり、「も

う嫌だ。死んでしまいたい……。」そう思うこ

とが何度もありました。どうしようもなくて泣

いたこともあります。 

そんな絶望的だった私を助けてくれたのは、

友達や先生方でした。周りの人たちが話を聞い

てくれたり、おもしろいことを言って笑わせて

くれたりして救ってくれました。両親も、いつ

も応援してくれました。 

 

 

「私も周りの人を助けてあげられる存在に

なりたい。」そう思うようになりました。 

アフガニスタンには、病院も水もない場所が

あります。そこで中村さんは、「一隅を照らす」

「自分が今いる場所で、自分にできることを一

生懸命やる」といった精神で、医師として、人

として多くの苦しむ人達を助けてきたのです。 

私の将来の夢は、医師です。現在のアフガニ

スタンでは、女性が学校に通えるのは小学校ま

でで、女性が教育を受け、就職する機会が奪わ

れています。私の親戚も女性は働いていません。

私の母は「自分は勉強できなかったから、ジー

バにはさせたい。」と、いつも励ましてくれま

す。アフガニスタンに住む友達は、「平和な国

で学校に行けて、勉強できていいね。」と言っ

て毎日泣いています。 

日本に来て、辛かったこともありましたが、

今は、日本で勉強ができていることが本当に幸

せです。日本の国籍を取得し、大学に入って自

分の夢を実現させたいと思っています。 

家族と話すパシュート語、ウルドゥ語、ヒン

ディー語、アラビア語、英語、日本語。私が話

せる言語です。それを自分の特技として生かし

ていきたいです。医師になって、母国のアフガ

ニスタンで病気の人達や貧しい人達を助けて

あげたいです。私が働くことが、アフガニスタ

ンの女性達の希望につながる。そう信じていま

す。 

人間は一人では生きていけません。人から支

えてもらい、人を支えて生きています。私を支

えてくれた友達や先生、そして両親に恩返しを

するために、「一隅を照らす」パシュート語で

（ ک-ئ  رو)انھ کونج یو ）。まずは、今の自分にでき

ることを、やり続け、やり遂げられる人になり

たいです。いつか、日本とアフガニスタンを結

ぶ架け橋になるために。 

 

 



 

 

子どもは次代を担う社会の宝です。 

子どもたちが、多くの温かい人に支えられながら、豊かな心や社会性、個性や創造性を育み、 

夢を持って成長することが私たちすべての願いです。 

青少年育成大阪府民会議は、府民のみなさんと協力し、青少年の心身ともに健やかな育みをめざして、 

★「大人が変われば、子どもも変わる。」運動 

★「こども 110番」運動 

など様々な取組みを進めています。(参加団体 120団体 令和６年４月１日現在)  



一般社団法人大阪少年補導協会 江 崎 グ リ コ 株 式 会 社 

 
 

大 阪 シ テ ィ 信 用 金 庫 大 阪 信 用 金 庫 

 
 

大 阪 青 少 年 環 境 問 題 協 議 会 大 阪 府 カラオケボッ クス協 会 

 

 

公益社団法人大阪府防犯協会連合会 国 際 ソ ロ プ チ ミ ス ト 大 阪 

  

（五十音順に掲載させていただいております。） 
 

本事業の趣旨にご賛同いただき、ご協賛いただきました 
企業・団体のみなさまです。ありがとうございました。 

令和６年度 第４６回『中学生の主張大阪府大会 

               ～伝えよう！君のメッセージ～』記録集 
編集  青少年育成大阪府民会議 

      〒540-8570 大阪市中央区大手前２丁目 

      大阪府福祉部子ども家庭局子ども青少年課内 

      TEL  06-6941-7681／FAX  06-6941-7679 

ホームページアドレス https://www.pref.osaka.lg.jp/o090110/koseishonen/fuminkaigi/index.html  

青少年育成大阪府民会議公式 Facebookページ https://www.facebook.com/fuminkaigi 

大会の実施にあたりご協力いただいたみなさまに感謝申し上げます。 

府民会議 HP 

https://www.pref.osaka.lg.jp/o090110/koseishonen/fuminkaigi/index.html
https://www.facebook.com/fuminkaigi

